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  大学進学物語 その２                         文責 横山    
 

元来飽きっぽい性格なので、大学進学物語も風のように忘れ去ってしまおうかと思っていたのです

が、（これを書いている）今日５月９日が長男の誕生日だということを、先ほど５時間目の文系の

授業で突然思い出し、その誕生日祝いの気持ちも兼ねて続きを書いてみようと思ったところです。

「その１」は通算 65 号に掲載されていますが、別にバックナンバー（芳賀先生はバックナンバー

が好きだとおっしゃっていましたね）を見ずとも気軽に読んで下さい。本編はアパート探しに妻と

２人で出かけたところからです。神奈川には何のツテも無いので、とりあえず大学へ直行しました。 
 

大学内の「アパート斡旋所」は、寮の当落が出た直後ということで、多くの高校生と保護者で溢れ

ていました。大学職員の方から話を聞くと、今年は特に男子生徒の「寮希望」が多かったというこ

とです。かかる費用の問題が一番のようですが、「うちの子は料理できないから」とか「１人暮ら

しは心配だから」いう理由もあるそうです。私が寮を勧めた理由は「昭和の男気」です。同じ釜の

飯を４年間食べ、全てを曝け出し一生の友となる。何て素晴らしい男の生き様でしょうか。残念な

がら寮は落選でしたので、斡旋所にある「数百件」から探すことになります。実はこの日は３月の

下旬でしたが、アパートは十分なほど「空き」がありました。不動産屋さんから話を聞くと、少子

化＆自宅から通学する学生の増加で、ここ数年アパートは余り気味だそうです。ですから、諸君の

２年後、大学決定が少々遅くなったとしても（国公立後期の合格で３月の下旬でも）住むトコロは

心配ありません。空いています！ さて、その数百件からどのアパートを選ぶかです。最初は物件

の紹介を１つ１つ見ていたのですが、流石にキリがありません。し、お腹もすいてきました。我々

の出した結論は「不動産屋さんに任せよう」でした。そして、神奈川だけに「湘南○○○○○」と

いうノスタルジーをそそる名前の業者さんと物件を見て廻ることにしました。業者さんから希望を

聞かれて、妻は「トイレと風呂が別、ロフト付」、私は「昭和の匂いがする街」でした。そんな条

件にも関わらずさすが業者さん。東急東横線沿線で、まだ再開発されていない街の、とある駅近く

のアパートを紹介してくれました。そのアパートは、駅から 20m 、線路から 4m という最高の立

地で 10 分ごとに電車が通り部屋が揺れます。床はフカフカで今にも抜け落ちそうですが、１階な

ので何の問題もありません。トイレと風呂は別ですし、トイレは独創的な

正三角形の個室です。押入れという名のロフトもあります。さらに周辺に

は「居酒屋 ○○」のような薄暗い飲み屋が軒を連ねています。私達の条

件を全て満たし、さらに「激安」である物件に出会ったことに運命を感じ

て即契約です。予定より○万円安かったワ。何か出なきゃいいけどネ。 
 

部屋探しを両親に頼むとこのような事態が起きることを、諸君は覚えてお

くことです。でも、いいのです。大学生の一人暮らしは、何が有っても無

くても楽しいことばかりですから。羨ましいぞ、我が息子！ 続 くかな？ 

 松田 修先生 講演会決定！                            
 

昨年度、松田先生からは本学年生徒にご講演頂きました。また、３月にはスマート未来ハウス＆イ

ノベーションセンター見学会を保護者も交えて開催して頂きました。感謝申し上げます。さて、松

田先生の「今年度の講演会」が下記のような日程で行うことが決まりましたのでお知らせします。 
 

  期 日 ： ６月１４日（火）１０：４０～１２：３０ 

  場 所 ： 本校大多目的室 

  対 象 ： １年生徒全員 および 聴講を希望される１～３年生保護者 
 

私は都合５回ほど先生からお話をお聞きしていますが、毎回目からウロコが落ちる思いです。高校 

生には「未来に向けて知るべき話」ではありますが、実は「４～５０才が準備すべき近未来の話」

であり、ぜひ聴いて頂きたい内容です。正式なご案内文書は、来週

に生徒を通じて配付いたします。前回お聞きになれなかった方、も

う一度お聞きになりたい方、平日の午前中ではありますが今からご

予定頂ければと思い先行連絡です。なお、２年生は授業中のため、

残念ながらお聞きすることができません。お会いしたい人は講演終

了後、進路室に居られるので４校時が終了したら直行して下さい。 
 

 「イエローカード」交付状況                                        
 

米沢警察署より、昨年度１年間の「イエローカード」交付状況をお聞きしました。イエローカード

とは、２人乗りや傘差し運転などの自転車運転違反者に交付される警告書です。見ると、並進運転

が圧倒的に多いようです。時々目撃しますが「たかが並進走行」と安易に考えてはいけません。並

列走行は、この７つの違反中「他者への危険性が最も高い違反である」からです。並列で走行して

いる車両より、前方から来る歩行者や単独の自転車が被害となりやすいことは容易に想像できるこ

とです。児童・生徒の交通安全は「自身を守る」が基本ですが、高校生、とりわけ米興生には「他

身も守る責任」を感じてもほしいのです。日々、通学状況を見ていますが、雨天時でも傘差し運転

はまったくありません。無灯火や２人乗りも同様です。自転車マナーを十分わきまえた諸君なのに、

何で並進走行が多いのでしょうか。では、並進走行に対する対向者の恐怖を具体的に伝えます。 
 

 ２年○組の廊下掃除の人達は、廊下一杯に５つのモップを密着させて、５人が横一列に並び 

１組から５組そして１組へと、不敵な笑みを浮かべながら、さらには歩調も合わせて行進する。  
 

どうですか？ 少しは「対向者の恐怖」のイメージは湧いたでしょうか。その対向者が小学生や中

学生、いわんやお年寄りの方々にとっては、殊更に脅威なはずです。○年１組の廊下掃除を見たこ

との無い人は必見です。ちなみに、モデルとなってくれた２年○組

の諸君の掃除方法は、まったく悪くありません。日本一効率の良い

方法です。でも、ニヤニヤした５人が迫って来ると、別の意味で恐

怖なので気をつけて下さいね。なお、自分の走行が危険だったと自

覚のある人は「昨日まで、奇跡的に他者を傷付けなくてよかった」

と反省し、今日からは「自他を守る運転」を心がけて下さい。終 

←「自転車違反者の講習会」ではなく、 山大工学部図書館ガイダンスです。 



 


